








はじめに 

妊娠中毒症に関し，これまで数多くの研究がなされ,その病態が徐々に解明されてきている

が,「学説の疾患」と呼ばれるように，その本態はまだ不明のままである。それ故,自ずと

治療面でも限界があり,妊娠中毒症による周産期死亡率を低下させるには,その発症を可及

的早期にしかも客観的に予知し,High risk 群を把握し，厳重な妊娠管理下におくことが重

要となってくる。これまで,妊娠中毒症の発症を予知する方法として,疫学的データをもと

にした方法,血液生化学的データをもとにした方法,Roll-over test，各種の昇圧物質に対

する血圧の変化をみる方法など数多くの報告があるが,それらの中で1973年Gantらの報告

した Angiotensin sensitivity test(以下 ASTと略す)に関する研究は，妊娠中毒症発症予

知の面,あるいは病因追及の面で高い評価がなされている。しかし，その後の ASTに関する

研究で,false positive の頻度が高いという報告がいくつかみられ,実施時期,判定基準な

どの面での問題点も残っている。そこで，今回我々は，AST の妊娠中毒症発症予知の面で

の信頼性を検討するために,second tri-mester 後期から third trimester の初期にある正

常血圧妊婦に AST を実施し，同一人物における経時的な血管反応性の変化を中心に,発症予

知に関する検討を試みた。 


